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ミンダナオ島 (フィリピン)におけるGPS地殻変動連続観測（序報）
GPS continuous observation in Mindanao, the Philippines (preliminary report)
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JST-JICA連携事業「地球規模課題国際科学技術協力」の一環として，「フィリピン地震火山監視能力強化と防災情報の
利活用推進」（日本側代表機関・防災科学技術研究所)が 2009年度から始まり、国土地理院もコンポーネント２の「地震
発生ポテンシャル評価」（サブプロジェクトリーダー・名古屋大学・木股文昭教授）に加わった．国土地理院では，2010
年 12月に地殻変動観測のためのGPS連続観測点を現地カウンターパート機関 PHIVOLCS（フィリピン地震火山研究所）
と共同でミンダナオ島北東部に 2点設置し，この地域の地殻変動観測を開始した．今回の観測点展開の目的は，GPS地
殻変動観測から得られる歪速度に基づき，フィリピン海溝から沈み込むプレートにおけるプレート間固着の時間的な揺
らぎを推定することである．また，名古屋大学他がミンダナオ島区間におけるフィリピン断層における歪み分布とフィリ
ピン海プレートのプレート間固着を推定するために実施するGPSキャンペーン観測に今回の観測点も含まれる予定であ
る．今回は，観測点設置の状況を紹介し，2010年 12月以降のデータの予備的な解析結果も報告する予定である．
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